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やはり名渓でした                             

 

     南会津 袖沢ミチギノ沢下降～御神楽沢 

 

                              岩田 

 

【日時】2007年10月6日～8日 

【メンバー】岩田(L)、田村、藤岡、後藤、山川 

 

 行きたい沢にはなかなか行くことができない。トマではよく言われる言葉だが自

分にとってはこの御神楽沢がそれにあたる。覚えているだけで３回は中止にしてい

る。もしかしたらもっとあるかもしれない。しかし今年は違う。天気予報は週末に

近づくにつれて良くなっていく。ようやく行けるのだ。 

 

 ５日夜、桧枝岐の駐車場に降りると寒さで震える。ここが寒いのか、東京が暖か

いだけなのか、よくはわからないがここで引返すわけもなく軽く入山祝いをして仮

眠をとる。 

 ６日朝、窓明山登山口の駐車場に移動しここから登山道を歩き始める。急な道で

はないが久々の歩きはちと辛い。途中、同じようにヘルメットをザックにつけた５

人パーティーを追い越した。彼らも同じルートで御神楽沢を目指すそうだ。やはり

人気がある沢なのである。３時間ほどの歩きで無名の避難小屋に到着。ここから窓

明山への登山道を行くときれいな湿原が現れる。ここからミチギノ沢に下る。ヤブ

を１５分ほど漕いで下ると水が流れ始め沢らしくなってくる。困難なところはなく

順調に下降する。途中、後藤さんが膝に痛みを感じたので今日は早めに切り上げよ

うと高橋さんの記録に出ていた快適テン場を探そうとするが見当たらない。どうや

ら通りすぎてしまったようだ。仕方ないので後藤さんには荷物を軽くして我慢して

歩いてもらった。 

 順調に下降していたが二俣を過ぎると段々とゴルジュっぽくなってきて小滝と大

釜が続く。どれも高巻きが大変で思ったより時間をかけてしまった。ミチギノ沢出

合にはすでに男性２人組がテントを張っていた。さて、快適テン場はどこかしらと

出合付近を捜していたら出合から１００ｍほどミチギノ沢に入ったところにあった。

すでに５時近くになっていて急いでテントを張り、焚き木を集める。焚き火はよく

燃え、つまみも豊富で盛り上がった夜になった。ここにキノコがあればいうことな

かったのだが･･･。 

 

 ７日、この日はこの山行のメインの日である。御神楽沢に入るといきなり小滝の

高巻きから始まる。水量は豊富で現れる小滝にはどれも大きな釜がある。しかし困



 

http://www.tomanokaze.dojin.com/ 

難なものはなくどれもほとんどが直登でき、登れない滝には明瞭な踏跡がついてい

て楽勝だ。 

 ２段１５ｍのナメ滝を越えると

いよいよこの沢の名物である岩畳

のお出ましである。自然の造形美と

はよく言ったものである。これを見

るためにこの沢を目指してきたと

いっても過言じゃないんだよなー、

と感慨にひたりながら大休止をと

る。 

 この後も快適な小滝が続くがし

ばらくするとこの沢の最難関と言

われる２段２０ｍの滝が現れる。下段は水流の右側が簡単に登れる。上段は水流の

左側が簡単そうなのだが藤岡さんが水流を渡るのを試みるも水量が思ったより多く

渡ることができないのでここは右の岩壁を登る。岩田トップで登るが出だしがちょ

っと滑りやすいものの残置シュリンゲもあり思ったより簡単に登れた。後続はお助

け紐で登り難なく通過してしまった。 

 １２８０ｍの分岐に着くと正面に中門岳が見えるがまだ遠い。紅葉はまだ始まっ

たばかりという感じでちょっと残念だ。しかし、この沢は水量豊富でかつ明るく開

放的で気分がいい。ときどき足元を岩魚が横切り魚影が濃いことが伺える。分岐を

過ぎた小滝の高巻きで田村さんがクレソンを発見。生でそのまま食べるとピリッと

した辛味がする。ゴーロを過ぎても快適な滝登りが続く。とりわけ、２段２０ｍの

苔の生えた幅広の滝は日本庭園のようで美しい。山川さん曰く“私好みの滝”だそ

うだ。 

 右が階段状になった１０ｍの

滝を越えるとムジナクボ沢の出

合である。出合の手前の右岸に快

適テン場を見つけそこに落ち着

く。しかし、時間はまだ１時であ

る。随分早く着いてしまった。の

んびりとお茶を飲みそしてター

プ張り、焚き木集めにとりかかる。

数年前に次郎さんたちが来たと

きの記録と同様、焚き木が少なく

集めるのに苦労する。タープは今夜から雨が予想されたので２枚重ねでしっかりと

張った。それでもまだ時間はたっぷりあるので今度はみんなつまみ作りに励むのだ

がその量には圧倒されてしまった。次から出るわ出るわ・・・。一体みんな何品持
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ってきたのだろう？みんなのザックが２泊３日にしては妙に大きかったのも納得で

ある。たまにはこんな山行も面白い。田村さんの酒もグイグイ進みついに手持ちの

酒が底をつき“非常酒”の出番となってしまった。この夜も盛り上がり寝る予定時

間も忘れてしまうほどであった。 

 

 ８日、明け方前から降り出した雨はやまず起きる頃にも小雨が降っていた。しか

しこれはすでに予想されていたことなので大して気にもせず出発する。 

 ムジナクボ沢出合からも小滝と釜が続くがそのほとんどが直登できて楽しい。ち

ょっとヌメッているイナヅマ状の滝を超え、１７５０ｍの二俣を過ぎると沢は穏や

かになり水も涸れてくる。会津駒の登山道を目指して涸れた沢を右に左にと地図を

読みながら登っていくが惜しい

ことに登山道には出ず、会津駒

の東の尾根に出てしまった。ま

だまだ読図が甘いな･･･。ヤブを

少し漕いでいくと会津駒ケ岳の

山頂である。しかしガスがかか

っていて何も見えないので写真

を撮って下山する。下り始める

と雨は止み、ガスも取れ始めた。

木道の周囲には広い湿原が広が

りなんとも美しい。 

 小屋には冬季小屋のようなものがありここでお茶を沸かし、途中で取れたキノコ

で味噌汁を作り体を温める。なんとも贅沢で幸せな時間である。 

 小屋からはコースタイム２時間のところをわずか１時間で下ってしまい登山口に

到着した。ここで藤岡さんがハイカーと交渉して車に乗せてもらい入山口の車を無

事回収できた。温泉は以前の会山行で来たこともある駒の湯に入り、帰りに蕎麦を

食べ無事終了となった。 

 

 御神楽沢は私にとっては念願の沢だったがそれは期待を裏切らない素晴らしい沢

だった。難しいところもなくラストは名峰・会津駒ヶ岳に突き上げまさに沢旅と呼

ぶにふさわしい。まさに名渓であった。 

 

【グレード】3級下 

【地形図】内川、会津駒ケ岳、桧枝岐、高幽山 

【行程】10/6  登山口(7:20)～下降の湿原(11:10)～ミチギノ沢出合BP(16:40) 

    10/7  BP(6:45)～ムジナクボ沢出合BP(13:00) 

    10/8  BP(5:50)～会津駒ケ岳(9:10)  


